
  

あなたは知っていましたか？

ナジブラとマスードらの戦い

＜第1部＞

歴史を繰り返してはならない
　　　　　アブドル・ハミド・ムータット
解説＝本書を理解するために　野口　壽一

＜第２部＞

わが政府 かく崩壊せり　
１　アフガニスタンへの帰国
２　ベトナムとカンボジア
３　アーマド・ハマー博士の素朴な外交
４　ラジブ・ガンジー・インド首相のふたつのアドバイス
５　クルチコフ
６　中立内閣
７　閣僚会議
８　大統領機関の設立
９　ヴァレニコフ将軍
10　マスードと私
11　ファルカール渓谷
12　撤退前のイベント
13　赤軍の撤退（1989年2月15日）
14　ジャララバードへの侵入
15　内部分裂
16　大統領と国防相
17　ナジブラと彼の対アメリカ政策
18　私のユーゴスラビア訪問
19　ホストの敗北
20　病気がちの首相
21　ソ連のクーデタ
22　大統領、大使、そして私
23　日本とドイツ
24　国連とアフガニスタン
25　政治的クライマックス
26　中央アジアの共和国
27　北部の反乱
28　イードの前夜祭
29　パキスタン訪問の失敗
30　真夜中の会議
31　脱出失敗
32　副大統領の解職
33　招かれざる客
34　ベノン・セヴァン
35　マスードとワキルの会談
36　ラフィ将軍とヘクマチヤール
37　暗殺計画の発露
38　カーブル要塞
39　事件の終幕
40　権力の移行
41　マスードへのアドバイス

訳者あとがき　「アフガニスタンと明治維新」

1978年、人民民主党による4月革命２カ月後の６月から87年
春までの約9年間、駐日全権大使として赴任し日本に多くの
知己を持つアブドゥル・ハミド・ムータット氏による政権内部の
赤裸々なドキュメント。日本だけでなく世界でもあまり知られ
ていない政権内部の確執、ソ連や国連との暗闘、ムジャヒ
ディン勢力との死闘がありのままに語られる。同郷人である
マスード氏との命がけの交渉によりソ連軍の撤退と政権の
合法的平和的移譲が実現されるプロセスは秘話であるだけ
でなく感動的ですらあります。Amazon.co.jpで好評販売中！

アマゾンで「わが政府 かく崩壊せり」と検索して
ご購入ください。

あわせてご覧ください。

「新生アフガニスタンへの旅
 ー シルクロードの国の革命 ー」
（野口壽一著）

ソ連軍撤退、政権崩壊、権力移譲の真実！

【お問い合わせ先】

フェニックス・ラボラトリー合同会社
〒154-0012　東京都世田谷区駒沢3-12-11
info@phoenixlabo.com
http://www.phoenixlabo.com

mailto:info@phoenixlabo.com

